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集落地形の風水判断
一西南中国、トン族の村落風水の事例から-
兼重　努
I.はじめに
従来学問の対象としてまともに取りあげられることが少なかった風水が近年、学術界で注目され始め
ている。ひとつには、東アジアの社会と文化を理解するうえでのキーワードとしての風水の重要性。ま
た、西洋の環境観を相対化するものとしての風水の環境観の重要性。これらふたつの重要性が理解され
始めたからであろう。本邦では1989年以来「風水学」という学際研究分野がたちあげられ、建築学、地
理学、歴史学、東洋思想史、人類学などの分野の専門家が研究をすすめている。本格的な風水研究はま
だ緒についたばかりの段階にある[渡連　2001 :21-24L
本稿では風水のうち「村落風水」 (後述)をとりあげ、集落地形の風水判断について人類学的な見地か
ら検討する。風水の先行研究においては、風水理論書の説く原理的な風水理論に依拠して風水を理解し
ようとする傾向が見られる。すなわち①さまざまな地域の多様な民族のもつ風水知識や風水実践にたい
して、単一の風水原理を演緯的にあてはめて解釈することが少なくなかった。また、 ②巷の風水の専門
家や一般の人びとのもつ風水知識や風水実践にたいしても、それらが原理的な風水理論に依拠したもの
であるという前提で議論を進めることが多かった。風水研究者は風水を演揮的に捉えがちだったのであ
る。そうした流れのなかから、風水にかんする「常識」的な見解が研究者のあいだに形成されてきてい
る。集落地形の風水判断にかんする先行研究の場合もそれに該当する0
筆者は、人類学における風水研究の成果(後述する)にもとづき、こうした「常識」にたいLで懐疑
的な立場をとる。風水研究の実りをより豊かなものにするために必要なのは、風水理論書が説く原理的
な風水理論とローカルな風水知識・実践のあいだの相違を究明することである。もし、違いが見つかれ
ば、その実態を具体的に明らかにすることが肝要なのである。今回は上記②の間蓮について論じる。そ
のためには現地に赴き巷の風水の専門家と一般の人びとを対象に聞き取り調査を行なうことが必要不可
欠となる。本稿では筆者が長期の現地調査をおこなって集めたデータをもとに、現地の人びとが、風水
理論書に述べられている原理的な地形の風水判断とは異なった判断をしている可能性について指摘する。
事例としてとりあげるのは西南中国の少数民族トン族である。
Ⅱ.風水とは何か
まず風水とは何であるか簡単に紹介しておこう。風水研究の第一人者である、人類学者渡連欣雄は風
水を次のように定義する1。
「古代中国に発し、現代東アジアおよび東南アジアその他の周辺地域にも影響の及んだ、独特の環境判
1風水をどう定義するかという問題は実は簡単ではない。なぜなら風水は地域や民族によるバリエーションをもつと
考えられるからであるO　さまざまな地域で多様な民族が実践している「風水」が渡遠の定義にそのままあてはまる保
証はない。今後、各地の風水の実態が明らかになるにつれて、定義自体が練り直されなければならなくなる可能性も
ある。本稿では、その定義自体を議論することを目的としていない。したがって、現時点では渡過のこの定義に従う
ことにする。
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断、環境影響評価法、相地卜宅2の方法論の総称である」 [渡連　2001 : 37]。
風水は古代、中国大陸の漢文化から発祥した。三世紀のころ体系だてられた[渡連1990 : 48]c　のち
に中国本土から朝鮮半島、ベトナム、古代日本そして沖縄にも伝わった。さらに、台湾、香港、シンガ
ポールなどの華人居住地域でもさかんである。漢民族のほかに、中国大陸に居住する少数民族のあいだ、
また中国大陸から北タイなど東南アジア大陸部に移住したヤオ族、ミヤオ族のあいだにも広く分布して
いる[常見1980;Tapp 1989: 147-166]。
五世紀ころ風水は死者のすみか(陰宅)にかんする「陰宅風水」 (「墓地風水」ともいわれる)と、生
者のすみか(陽宅)にかんする「陽宅風水」に大別された。さらに陽宅風水は人間の住む場所の区別に
より、 「都城風水」、 「村落風水」、 「住宅風水」の三種類に下位分類することができる(図1を参照)0
風
水」人間柳鰍鰍`脈紛t二,'三三y r<n芸水-c ft誓=^7-^<nWdK -c警:
帥ォfttf>sォゥm#.-B肖auw&sea*)的捌欄u
図1 :風水の分類
出所: [渡遠　2001:40]
風水の環境判断の方法と流派
風水の環境判断の対象は大きくふたつある。ひとつは「自然環境」の条件判断である。もうひとつは「自然環
境」に調和するように「人文環境」 (都市、村落、家屋・屋敷、墓)を改造することである[渡連1994 : 19]。
その条件判断の際に重要とされるのが、 「気」である。 「気」とは陰と陽の結合によって生じた力であ
り、エネルギーであり、その他あらゆる力動的なものの根元である[渡連1990: 1971c気が理想的に作
用する「自然環境」をもつ場所をいかに得るかということが人びとの関心事となる。風水とは「天地の
気の測定法」[渡連1990 : 184]なのである。ところが現実には完壁に理想的な場所を見つけるのは困難
である。そうした際に、気の作用を補正するために、なにか造営物をたてたり、植林をしたりして「人
文環境」を整えることがおこなわれる。
条件判断は、重点の置き方の違いにより二つの派に大別される。ひとつは地形判断を重視するもので、
江西学派(形勢学派ともいう)と呼ばれている。この一派は9世紀に中国の江西省からでてきた。もう
ひとつは、方位判断を重視するもので、福建学派と呼ばれている。この一派は11世紀に福建省からでて
きた[渡蓮1990:29-30]c
風水の人類学的研究
学際研究の場としての「風水学」に参入している複数の研究分野の間では研究視点、アプローチ、分
析の方法などに違いが認められる。筆者は人類学的な視点と方法から風水研究にかかわっている。
人類学的アプローチの特色はまず、現地におもむきフィールドワークを行うことである。しかし建築
学者や地理学者の一部も期間は短いものの、フィールドワークを行っているので、それは人類学者の専
2　相地とは土地を選定して位置を定めることである[渡過　2001:84]　また、ここで渡過がいう「卜宅」とは、すま
いの建設の可否や建設すべき場所や時間について占うことをさすと思われる。
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売特許というわけではない。重要なのは風水知識のとらえ方の違いであろう。人類学においては風水に
かんする知識を以下のように大きく三つに分類し、これらを区別して論じることが渡連欣雄によって提
唱されている[渡蓮1990: 69]。
①書物の知識
(彰その知識を応用して人びとに伝えようとする、多くは専門家の知識
@文字に頼らないが、風水知識に依存して生活している一般の人びとの知識
すなわち、現地の人びとのもつ風水知識を解釈する時に、著名な風水の経典(風水理論書)の知識(理
論)を演樺的にあてはめることは極力避けなければならない。フィールドワークで収集した現地の人び
との言葉や行為にかんするデータにもとづき、かれら自身の風水観念、換言すればかれらの「主観」的
な風水を、帰納的に明らかにすることが重要なのだ3。これが人類学的な視点の第一の特徴である。
人類学的な視点の第二の特徴は全体論的視点(ホ-リズム)である。風水を「自然環境」や「人文環
境」を探したり整えたりすることだけに倭小化してとらえるべきではない。もっと広く、現地の人びと
のもつ文化や社会の文脈全体のなかに風水を位置づけることが重要である[渡遵　2001 : 68-69]という
指摘がある。したがって、人類学的な風水研究においては、いっけん風水と無関係にみえる事象にたい
しても目配りして調査を行うことが肝要になる。たとえば香港や韓国などでは宗族と祖先崇拝にかんす
る資料を収集することが必要となる。香港や韓国では、宗族とよばれる父系出自集団が発達し、 ;阻先崇
拝をさかんにおこなっている。そして、そうした祖先崇拝は祖先の墓の風水、すなわち陰宅風水と密接
に関連しているからである4。
本稿では以上あげたふたつの人類学的視点のうち、とくに前者に重点をおいて考察する。
村落風水にかんする先行研究
村落風水とは村落コミュニティにかんする風水をさす[渡連1994b : 19]ォ　村落風水の善し悪しはそ
の住民の禍福に影響すると考えられている。中国大陸では、その人口の75%が農民で占められ、その大
部分が村落(農村)に居住している。そのため、村落にかんする風水について理解することは中国人の
生活世界について知るうえで意義深いと考えられる。香港や沖縄の村落風水の研究では、風水がよくな
い場合に集落がよその地に移ってしまった事例が報告されている[管見1993;町田・都築1993;
Hayes 1983 : 146-155]。しかし、香港や沖縄などと比べると中国大陸の村落風水にかんする先行研究5は
あまり多くない[楊　2000:210]。
筆者は以前、トン族の村落風水を公共建築物(鼓楼と風雨橋)との関係から論じたことがある[兼重20031c
本稿では引き続きトン族の村落風水を事例にとりあげ、地形の風水的なみたてと連想方法を中心にして
集落地形の風水判断について論じる。
3　そうした試みの一例として、文献史料のうち、官撰地方誌・家譜の記述から人びとの風水の実践を探るというアプロ
ーチがある[堀込1993:31;何1995],そうしたアプローチは過去における風水実践について知ろうとする場令
はかなり有効である。しかし、現在人びとが行っている風水実践を知ることはむずかしい。風水実践の現状を把録す
るためには、現地へおもむきフィールドワークをあわせて行うことが必要不可欠となる。
4　そのほかにもいくつか、事例をあげることが可能であるOここではひとつだけ紹介しておこう。中国大陸においてか
っておこなわれた科挙とよばれる官吏登用試験も風水と密接に関係している。なぜならばその合格者輩出の要因は
風水と結びつけられることが多かったからである。
5　先行研究としては、東南中国にかんしては何暁折[1995 : 110-152]の研究がある。また集落を対象とした個別研究
では湖南省張谷英村にかんする、劉浦林[2001 : 129-136] 、山西省張壁材にかんする、楊方凌[2000 : 210-217]の
研究がある。中国大陸の少数民族にかんしては断片的な研究はでているが、詳しい事例研究はない。中国から北タイ
へ移住した民族については、ヤオ族にかんする常見[1980]、モン(普)族にかんするタップ(Tapp)[1989 : 147-166]
の研究がある。
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トン族をとりあげる意義
風水は地域や民族による多様性があると想定されている[渡連1994b :432-433;高1992:207-
208 ;帝(ほか編) 2000 : 12]近年風水の現地調査が進むにつれて、風水研究者がもつ「常識」を超えた
地元民による風水知識や実践が報告されるようになってきている[ex.渡連　2001 : 347-360]。地元の人
びとの風水を研究する場合は、あくまで現地の文脈に即して考えなければならない。
とくに中国大陸では風水はひじょうに多様に展開していると考えられる。中国大陸は広大で地域差も
大きく、また民族もすこぶる多いからである。トン族の風水を明らかにすることは、そうした風水の多
様性と普遍性を探ってゆくうえで意義深いのである。
本稿では、以下のような手順で述べてゆく。まず「トン族・調査地の概況」 (第Ⅲ章)について紹介す
る。つづいて本題に入り、 「集落地形の風水判断」 (第Ⅳ章) 、 「地形のみたて・連想の二類型」 (第Ⅴ章)
の順に検討する。
Ⅱ.トン族・調査地の概況
トン族の概況
トンズ-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カム
トン族の概況を簡単に紹介しておこう。伺族(Dongzu)とは漢語による他称であり、自称はgaeml
湖
図2　トン族居住地域
6　トン語には9つの声調がある。トン語をローマ字表記する際、各音節の末尾の一文字は声調を表わす。各声調記号は、
1 (55)、 p(35)、 c(ll)、 s(323)、 t(13)、 x(31)、 v(53)、 k(453)、 h(33)である。以下これにならう。 5は最
も高い音、 1は最も低い音を示すO例えば13は一番低い音から真申の高さの音へ上がる声調を示す0
7　タイ系民族は東南アジア大陸部において主要なグループの一つであり、タイを中心にラオス、ベトナム、ミャンマー、
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チヤム
あるいはjaemlという。トン族はタイ語系の言語を話すタイ系民族7に属する。
トン族の人口は約296万人で、中国の55少数民族のうち第11位をしめる。おもに貴州省(約163万)、湖
南省(約84万)、広西壮(チワン)族自治区(約30万)の三つの省・自治区にまたがって分布している。
そこから少し離れた湖北省にも約7万人が居住する.人口の半分以上をしめる貴州省の瞥東南苗族個族
自治州一帯がトン族の中心地とみなされることが多い。トン族はタイ系民族の中でもっとも東北部に位
置する。重要なのは漢民族居住地域に隣接するため、漢字文化圏の影響を強く受けていることである。
風水はその一環と考えられる。
中国では、総人口の約75%を農業戸籍保持者(農民)が占め、漠族であれ少数民族であれ、人口の大
部分は農民からなる。トン族の場合、人口の約9割が農民で占められている(以上すべて2000年の統計
による)。近年は若者を中心に外地に出稼ぎにでているが、大部分はなお地元農村に居住している。生業
コウヨウザン
は水稲耕作中心である。また、トン族居住地域は雨量が多く広葉杉の生育に適しているため、がんらい
森林資源にも恵まれていた。広葉杉を使って高床式住居や鼓楼(塔状の形態をもった村の集会所) ・風
雨橋(屋根付きの橋)などの木造公共建築物を建設することで、近年、中国内外で著名となってきている。
調査村の概況
筆者は1989年以来ほぼ毎年、広西壮族自治区の東北の端に位置8する三江個族自治県(図2の矢印参
照)に調査に訪れている.この県は、貴州省(孝平県、従江県)と湖南省(通達洞族自治県)と隣接す
る。総人口は316,347人で、そのうちトン族が171,914人(54.3%)」を占める[三江伺族自治県志編纂委員
会(編) 1992 : 1、 128]筆者は1994年以降、同県の林渓郷のA村で住み込み調査を断続的におこなって
いる(図3を参照)。1994年7月から1996年11月までは2年半の長期住み込み調査、その後1998年から2005
年にかけて11回の短期調査を実施した。
A村は林渓川の両岸にある二つの自然柑(a大村、 a小村)10と、そこから徒歩で40分ほど山道を登っ
た山中にある自然村(a 4村)の、合計三つの自然村から構成される行政村である。村公所作成の資料
(1995年)によると、 A村全村の総世帯数は447世帯、人口2,064人で、ほぼ100%がトン族で構成されている。
林渓川の両岸にある二つの集落のうち規模が大きい方の村(集落)をa大、小さい方をa小と表記す
る。またa大村(集落)は内部が、上下二つの村(集落)に分かれている。上(林渓川の上流側)の村
(集落)をa l、下の村(集落)をa2と表記する。また、 a小はa3と表記する。いずれも複数の父系
出自集団から構成される雑姓村である(表1を参照)0
ヤ　クー
なお、 30年ほど前にa l、 a 2集落の住民の一部が約200メートル離れたyavkukという場所に移住し、
現在20数戸で集落を形成している。この集落をa 5と表記する。しかし、公式の戸籍上ではa 5集落の
住民の所属はa lあるいはa 2村となっている。
a大村、 a小村は林渓川沿いのわずかな平地に集落を形成している。集落のすぐ後は山地が迫ってい
る(写真1、2、3を参照)。
また中国そしてインドのアッサムにも分布している。中国領内にはチュワン族、ブイ族、タイ族、トン族、ムーラオ
族、スイ族、マオナン族、リー族など8民族[《中国少数民族》縮写姐1981 : 585] 、約2,500万人(2000年統計)ち
のタイ系民族が分布している。
東経108 53′から109。47′、北緯25　21′から26 03′の間に位置するO
その他に漠族60,526人(19.1%)、ミヤオ族51,374人(16.2% c
o　中国でいう自然村とは景観的概念としての集落と同義に用いられている場合が多い[小島1991 : 9]。
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表1 :各負落(al、 a2、 a3)の姓(サブ・グループ)
集落名 a1 a2 a3
人口 (1990年) 733 (男362、女371 489(男256、女233) 544 (男276、女268
姓 (サブ.
グループ11)
プー楊 bux 20 40 52
ヤー楊 (yal) 100 5 -
石 (121 2 - 78
石 24 - 40 -
タ】輿(dav) - ll -
.-¥-輿(peep) I T -
その他 1 9 1
注:各姓の数字は世帯数をあらわす。また数字の一部は概数である。
サブ・グループの名称の詳細については脚注を参照。
写真1　a大集落(左)とa小集落(右)
プー　　　ヤー
11楊(bux)と楊(yal)の違いは父親の呼称の違いによる。前者は父親の呼称がbux、
24　と石12　は互いに移住もとが異なる。石(24　は旧暦の10月24日に、石(12)
由来する。互いの通楯は不可。呉(dav)と呉(peep)も互いに移住もとが異なる。
地の違いによる　Davとは真申、 peepとは端という意味。互いの通始は不可。
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後者ではyal。互いの通楯は可。石
は10月 日に節句を過ごすことに
その名称は、 a 2集落内部の居住
兼重　努
写真2　a1-a2(a大)集落(船首側)
写真3　a3(a小)集落
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林渓郷に点在する諸集落の立地はふたつの類型にわけられる。ひとつはa大村、 a小村のように、川
と山の間にはさまれるわずかな平地に立地している集落群。もうひとつは川から離れた山地のなかに立
セン　　　　　ロン
地している集落群である。地元では、前者をsenl、後者をIonglという言葉で区別している。
調査地付近のトン族の集落の形態はsenl、 Iongl両者ともに、家屋が密集する集村の形態をとる。そのた
め集落のかたちは、景観的に明確である。また集落の規模は大きい場合は数百戸、小さい場合は十数戸
となっている。
三江県の風水概況
まずは三江県の風水概況についてみておこう。
三江県への風水の伝来時期を明確に示す史料は今のところ見あたらない。県の統治者レベルでは、明
の時代にはすでに風水の考えが入っていたと考えられる。なぜならば、明代に県の中心地(県城)の移
転が検討された。そのおり、その理由として風水があげられているからである12。また村レベルにおいて
は、いくつかの村にのこる、清朝、民国時代の石碑の碑文13に風水関連の記述が散見される。さらに、県
内各地の集落の由来欝には、風水に関連したものが非常に多い。
筆者は調査地で地元の人びとから風水にかんして聞き取りをおこなった。現在中国大陸で巷の風水の
専門家や一般の村人から、風水にかんする細かい話を詳しくききとるのは、かなりの困難が伴う場合が
多い。専門家の場合、風水の知識は一種の「企業秘密」として、むやみに人に教えるわけにはゆかない
という事情があるだろう。だが、風水のことについて語ることを蒔蹄するケースは一般の人びとの場合
でも少なくない。それは中国社会における風水への徹底的な弾圧(特に1958年の大躍進、 1965-1966年の
四清運動、 1966-1976年の文化大革命)に起因する人びとの負の記憶のためである。
例をあげよう。 1958年、食糧と鉄鋼の大増産をめざす大躍進運動がはじまり、同年の春に三江県にも
波及した。三江県の大躍進では、六改運動がおこなわれた。六つの風俗習慣(民族文化)が、生産増産
の障害となるとみなされ、禁止させられた(「六改」という)。この筆頭にあげられたのが、風水であっ
たHc
結局、伐探してはならないとされた風水樹(風水において重要な樹木)は切られ、掘り返してはなら
ないとされた龍脈(風水において重要な山なみ)も掘り返され、地元の風水タブーは強制的に破られた。
当時、三江県全体で1,530余箇所にのぼる風水にかかわる山や墓地が掘り返された。多くの村びとがそれ
に反発したが、結局従わざるをえなかった。当時の政治的圧力は非常に強かったのである[広西壮族自
治区編輯組1987 : 19]。
調査村の風水概況
筆者の調査村でも大躍進の時に風水をめぐって以下のような争いがおこっている。
虎頭山(虎の頭にみたてられている山、 a 3集落近くにある)に用水路を開く計画がたてられた。こ
12　たとえば、乾隆『柳州府志』巻之三十一重文(明)蘇朝陽「復懐遠県議」の中には「-本県旧姓白虎昂頭逼近矢石
得侵青龍坑陥-水一風沖射県堂兼之前山嵯峨局六坐殺三経残破豊人力哉亦地形不利也-」 (テキストは柳州博物館
本による)という記述がある。
13　林渓郷皇朝秦の鼓楼の碑文(同治三年-1864年)には風水用語である「後龍」という言葉が用いられている。また調
査村付近に残る清代末の墓石には「白虎」、 「青龍」という風水用語が刻まれているものが多い。
14　三江県における大躍進では、食糧の大増産のために港概水利の建設が奨励され、山や基地が昼夜を問わない労働によ
り切り開かれた。また、鉄鋼生産を支援するために多量の樹木が伐採され柳州へ供出させられた。風水は、龍脈や墓
地の開墾、樹木(夙水樹)の伐採を禁じるため、大躍進の障害となる。そのため風水は強く攻撃されたと考えられる
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れにたいして、地理先生(風水の専門家)石全魁(a 3村)は、猛虎の怒りに触れ、家畜が災いにあう
として反対、また馬鞍山(馬の鞍にみたてられている山)の荒れ地を開墾する計画にたいしても、馬の
鞍を壊すと人の命は耐えきれない、といって反対した。しかし、村の共産党支部書記らが反対派を批判
し、開発を強制的に実行にうつした15。
大躍進の後、四清運動(1965-1966年)、文化大革命(1966-1976年)においても、風水は政府から
「迷信」とみなされ、禁止、弾圧された。とくに風水の専門家にたいする糾弾は激しいものであり、彼
らの風水書や羅盤(風水をみるためのコンパス)は没収、焼却されたときく。
1979年の改革開放政策実施以降、風水にたいする弾圧は大幅に横和されている160とはいえ、いまだに
「迷信」扱いされていることには変わりはない。たとえば、 1990年代中期、村公所の内部の壁にはって
ある村の努力目標の中には、 「迷信活動の禁止」という項目があった。もちろん風水はこの「迷信活動」
のなかに含まれている。
風水について語ることにたいして、人びとの心の中にはいまだに警戒感が残っている17。このような事
情のため、筆者は風水にかんする人びとからの聞き取りデータを集めるのに非常に苦労したし、 2005年
現在もそれはさして変わっていない。したがって、調査期間が長いわりには、とるべきデータがとれて
いなかったり、不十分だったりするところが多い。そのため最後に述べる本稿の結論は仮説的な段階に
とどまっている。そのことをまずお断りしておきたい。しかし、たとえ不十分な段階であるとはいえ、
これまでのデータをまとめて中間発表をしておく必要がある。このように考えて、まとめたものが本稿
である。
フオンシュイ　　　　　　　　　　　ホン　シ3.イ
調査村付近では、中国語の「風水」に相当する言葉としてhongl xuixというトン語が用いられている。
ホン　チェン　テイリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7オンチン　テイリ
またそれと同義語として、 hongl jenx、 dil lixというトン語があり、それぞれ漢語の「風景」、 「地理」に
由来するものである。風水の調査村付近への流入時期にかんしては資料がないため、不明である。ただ
碑文や墓碑銘を見る限りでは、少なくとも清朝末期までにはすでに入っていたと考えられる。
調査村の風水師の概況
先に述べたように調査村は雑姓村である(表1を参照) 。調査村には数人の風水の専門家(風水師)が
いる。 a大村ではYAY (男　a l村1946年生)が最も活躍している。ほかにYCL (男　a l村1948年生)、 YQC
ヤ-
(男　a 2村1963年生)も風水をみることはできる18。 a大村の風水師は楊yal一族で独占的に継承されて
いる。 a 3村では石姓、楊姓の両方に存在し、 SWF (男1927年生)や、 YYM氏(男1925年生)の名前
があげられる。すべて男性である。
つぎに、村の風水師の役割について述べてみよう。村の風水師は日頃は他の農民と同様に農業に従事
している。村人は家屋を建築する時(陽宅風水)や人が亡くなった時(陰宅風水)に村の風水師に依頼
する。村人から依頼があれば、専門家として以下のような役割をになっている1㌔
15　地方新開の報道による。調査村の匿名性を守るため、出典は明記しない。
1990年代から現在にかけて筆者がみた限りでは、自由市場や新華書店(国営の書店)などで風水関係の書物が少しは
売られている。風水は、実際のところはおおっぴらにやらない限りはある程度までは黙認されている。
17　筆者が相にはいってしばらくの間は村人に面と向かって風水のことを聞き取るのは困難であった。多くの人は風水
について語ることを蒔接するのである。こちらが迷信を糾弾する意思が全くないことが相手に了解されて、はじめて
詳しい聞き取りが可能になった。答えてくれる場合でも、まわりを気にして急に小声になる場合もあった。兄も知ら
ぬ人が突然に訪ねてきて、風水のことを聞き取るとしよう。その場合、開かれた人が風水の知識を素直に答えてくれ
ることは現在においても、あまり期待できないと思われる。
18　アルファベット三文字で仮名を表記することとする。最初の一文字は姓に相当し、 Yは楊姓、 Sは石姓をあらわす。
19　大工など他の専門職を兼ねている人もいる。
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陽宅風水にかんして。家屋や公共建築物の建設のさいに、風水師をよび、建設場所、方位、建築日時
の選定などについてアドバイスをもらう.また風水師は柱たてや棟上げ式などの儀礼を執行するZOo
陰宅風水にかんして。風水師は葬儀のときに活躍する。村で死人がでると、必ず風水師が呼ばれる21。
風水師は埋葬地と方位、日時の選択を行ったり、出棺、埋葬の際の儀礼を執行したりする。葬儀参加者
の安全確保22も重要な役目である。
一般の村びとは地元の風水師のことをどうみているのであろうか。調査地付近では風水の専門家のこ
イーリ　シエンセン　　　　　　　　テイリ　シエンセン　　　　　　　　　　　　　シエン
とを「日理先生」 (yiclixxeentsent)、 「地理先生」 (dillixxeentsent)、あるいは単に「先生」 (xeent
蝣b :
sent)と呼ぶ。ただ「日理先生」と「地理先生」ではかなり中味が異なる。 「日理先生」とは、主に埋葬
や建造物の建設に適切な日時(「日理」)をみる専門家のことである。彼らは、漢文(多くは旧字体)で
書かれた『象書通書』 、 『三本伺書』 、 『望星楼』などのテキストを使用する。 「地理先生」とは日時判断を
知ったうえで、さらに墓地、家屋や集落にかんする地理(地形)判断ができる専門家のことをいう。
地元の風水師は地形判断にかんしてはあまり得意でないようである。村の風水師のことを「日理先生」
にすぎないと批評する村人が多い。日理先生は日理(日時の判断)しか知らないので「地理先生」には
かなわないと人びとは評している。 「地理先生」はよその地(例えば貴州省六洞地区23など)から調査地
付近に昔やってきて地形を判断したのだと語られることが多い。
Ⅳ.集落地形の風水判断
これから、調査地の事例にもとづき、村落風水についてみてゆく。先に述べたように、本研究では風
水理論書に記載されている原理的なみかたから演鐸する「天下り式」の方法はとらない。フィールドワ
ークをおこない、現地の人びとのローカルなみかたを拾い上げて、そこからくみたててゆく「たたき上
げ式」を基本とする。てがかりとするのは、現地の人びとの語りである。
まず集落の立地について述べる。つぎに、風水的な集落の地形のみたてと連想の方法ついて記述、分
析してゆく。
集落の立地
村落風水では集落の立地が重要である。 a 3村の風水師YYM氏(男1925年生)は、左手の指をひろげ
て、右手の指で左手の指をなぞりながら24、 a 3集落の立地について以下のように説明してくれた(写真
1と3、図4を参照)。
この五本の指はそれぞれ山並み(龍脈)をさす。龍脈のうち主要なものは一つだけである。山は遠く
からやってくるほど、また高ければ高いほどよい。また、起伏がある方がよい。山並みは上ったり下っ
たりしながら末尾のところまでくる。 (山並みの)末尾が尖っているのはよくない。広くなっていなけれ
ばならない。広ければそこに「気」が集まる。 「気」が-カ所に集まれば「迎龍乗気、消沙25納水」であ
る。すなわち一脈の龍がやってくるところには、 -カ所に「気」が集中する。その地下には水路と水が
20　公共建築物の大柱たての儀礼の時はとくに危険であると考えられている。危険を回避するために、風水師を招いて、
儀礼を執行してもらわなければならない。
21大乗仏教の僧侶は村外に存在するが呼ばれない。
22　例えば、参列者の安全確保のために配布する芽に水を吹きかけたり、棺を担ぐ人びとの安全を確保するために棺に水
を吹きかけたりする。
六洞地区とは貴州省従江県の貫洞区一帯をさす。従江県の位置は図2を参照。
彼に限らず、調査地では風水の説明をするときには手の指や甲などを使っておこなう場合が多い。
「消沙」にかんしては説明が得られなかった。
-29-
兼重　努
ある。水は血液である。水がそこに集まることは、あたかも人間の血液が体の中を循環するのと同じで
ある。どの村にも渓流がある。村を流れる渓流はそうした血液として重要なのである[兼重2003 : 69]c
このように、地元の風水の考え方では、集落はその背後によい龍脈をもつことが重要である。
風水的なみたてと因果関係の連想方法
つぎに風水的な集落の地形のみたてと連想の方法ついて検討しよう。しかし、その前に予備知識とし
て、 A村の事例からいったん離れて福建省の事例をみておきたい。ひとつの有名な風水説話を紹介する。
これは風水的な地形のみたてと連想方法にかんする典型的とされる事例であるo
福建省の泉州府の街の輪郭はコイにそっくりであった。そのため昔、泉州はしばしば、魚網の地形で
あった隣の永春の街の人びとの略奪の餌食になっていた。泉州の人びとの祖先が1000年もの昔に町の中
心に二つの塔を建設してその災難を防いでおいてくれた。その塔は(コイが)魚綱によって捕らえられ
るのを防いでくれた[デ・ホロート1986:68]c
日本においても地形が動物、人体、得物などにみたてられることは少なくない。たとえば男体山、烏
帽子岳などがあげられよう。泉州府をコイの地形、永春を漁網の地形というふうにみたてることは、い
ちおうわれわれの理解の範囲内であろう。しかし、永春からの略奪を防ぐという目的のために、泉州の
A村風水関係
概念図
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図4　A村風水関係概念図
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人びとが町の中心に二つの塔をたてた、という因果関係のとらえ方については、われわれは即座には理
解できないであろう。
この因果関係は風水的な連想にもとづく。コイである泉州府が永春という魚網に捕らえられる。それ
はすなわち、永春の人びとから泉州府の人びとが絶えず略奪をうけることに等しい。二つの塔をたてる
ことによって、魚網がコイのうえにかぶせられるのを防ぐ。それは、泉州府の人びとが永春の人びとか
らの略奪を防ぐことに等しいのである。すなわちコイが網に捕らえられるという因果関係は、永春が泉
州を捕らえるという因果関係に置き換えられて認識されているのである[渡連1997: 3]。
フレイザ-は科学的に誤った非合理な因果関係の考え方を「呪術」 (magic)と呼び、そのうち、類似
(漁網と鯉の関係)が類似(永春と泉州の関係)を呼ぶという上記のような考え方を「類感呪術」 (h0-
moeopathicmagic)と命名している[フレイザ- 1966: 57-58]　そして彼は『金枝篇』において上記
の説話を「類感呪術」の事例のひとつとして紹介している[フレイザ- 1966: 102]c
上記の説話にみられる、地形のみたてにもとづく類感呪術的な因果関係の連想は、風水用語で「形局」
判断といわれるものに相当する。 「形局」判断とは地勢と河川の配合を擬人化・擬物化し、そこにいろい
ろな解釈を加えるものである[渋谷1994: 190-191]。
形局判断がとくにさかんなことで知られているのが朝鮮半島である。例えば平壌では土地全体の姿が
水上を流れる船とみたてられている。行船形の地形であるため、平壌では井戸を掘ってはならないと言
われていた。なぜなら船に穴をあけると、水が投入して沈没してしまうことになるからだ[渋谷1994:
191]。いっほう、水に流されてばかりいると船は繁栄しないと考えて、かつて同江河畔の練光亭のもと
に大錨を沈めたという。後に平壌が未曾有の大洪水に見舞われた。その原因は、大正12年にこの錨を探
し出し引き上げたせいだと考えられたという[野崎1992:14]ォ
このような因果関係の連想は都城風水に限らず、村落風水においてもしばしばみられる。たとえば朝
鮮半島[雀1999: 170]や東南中国[何1995:86]などの地域において顕著であることが報告されて
いる。後に詳しくのべるように筆者の調査地付近の村落でも、枚挙にいとまがない。
形局判断のプロセス
ここで、形局判断のプロセスについてもう少し詳しく検討してゆこう。形局判断は地形のみたてと因
果関係の連想からなる。それを図にあらわしてみた(図5を参照)。まず、みたての対象になる地形が物
理的な地形として客観的に存在する。物理的な地形はそれをみる人びとによって、動物、人体あるいは
器物などにみたてられる(矢印①) 。ここではみたてられる対象の地形を「客観地形」と、そして、みた
てられた結果の地形を「主観地形」と呼ぶことにする。また、矢印①の過程を「地形のみたて」と呼ぶ
ことにする。 「客観地形」は「地形のみたて」 (矢印①の過程)をへて、 「主観地形」として認識される。
そのつぎに、みたてに用いられた動物、人体あるいは器物そのものがもつ特徴が連想される(矢印②)。
この過程を「第一次連想」と名づける。また動物、人体あるいは器物そのものがもつ特徴を「主観地形
の特徴」と呼ぶことにする。さらに、 「主観地形の特徴」をもとに、 「住民、街・村の特徴」が連想され
る(矢印③) 。矢印③の過程は先ほど述べた類感呪術的な連想に相当する。そこでその過程を「第二次連
想」あるいは「類感呪術的連想」と呼ぶことにする。
形局判断においては、以上示したように①から③までの三段階の過程をへる。 「客観地形」にたいして
「地形のみたて」がおこなわれ「主観地形」が認識される。それにたいして「第一次連想」がなされて
「主観地形の特徴」が導きだされる。さらに、 「第二次(類感呪術的)連想」がおこなわれ、 「住民、街・
村の特徴」が導き出されると考えられる。
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図5
集落単位での地形のみたて
ここから、筆者の調査地付近の事例の検討に入ってゆくことにしよう。筆者は調査地付近の諸集落を
訪問し、 「村(集落)の地形は何ですか?」と尋ねていった26。その結果、調査地付近では各集落の「地
形」は、ふたつの基準で判断されていることがわかった。ひとつは方位、もうひとつはみたてである。
方位
スイ
まず、方位からみてみよう。集落の「地形」について語る時、人びとは「座る」 (トン語でsuik)とい
う動詞を用いる27。そして、その動詞の後に寅山卯、卯山酉、亥山巳などと続ける。たとえば、 (「～(集
港) suik卯山酉) 「～ (集落)は卯山酉に座る」と表現された場合は、ある集落が西を背にして東を向い
ていることを意味する。方位をいう答え方は前述の二つの流派のうち、 「福建派」的である。
みたて
しかし、方位よりも多いのは、地形を動物、人体や器物にみたてる答えかたである。
たとえば筆者が住み込んでいたa大集落では以下のようであった。この集落は長細い形状をしている
(写真2、図4と図6を参照)。そのため、 「船」の地形だとみたてられている。一方、対岸のa 3村の集落
は丸い形をしている(写真3、図4と図7を参照)。そのためタニシの地形とされる。そうしたみたては
「風水」あるいは「地理」であると地元の人びとは語る。みたてをいう答え方は前述の二つの流派のう
ち、江西派的であるといえよう。筆者の聞き取りによっては林渓郷付近のかなり多くの集落において、
地形にたいするみたてが付与されていることが明らかになった(表2を参照、図3もあわせて参照のこと28)。
三江県内の他の郷(独品郷や八江郷)にもこうしたみたてが多くおこなわれている29。またおとなりの
貴州省の従江県や乗平県のトン族の村にも多く存在する[石　2001 : 99-100など]。
ツアオミヤオ
また、こうしたみたてはトン族に限定されるものでもないようだ。例えば林渓郷の牙己村の草酉30 (秦
26　質問する際にはトン語を用いて問い、トン語で答えてもらった0
27　風水説が一種の身体論であることは、墓を女陰にたとえたり、地形を人体にたとえたりする東アジア各地の世界観で
明らかなことだ[渡過199無:227]という指摘があるo筆者も地元の人びとの言い方にならって、途中から「×
×村(集落)は何の地形に座って(suik)いますか」という表現をもちいて質問することにした。
28　図3のなかのウガとチンタンシャイは林渓郷の多くの村の人びとの祖先が以前住んでいたとされる場所である。現
在はそこには誰も住んでいない。このふたつの場所は以前、風水が非常によかったといわれる。しかし、外来の悪い
風水師にだまされて、住民みずからその地の風水を破壊してしまった。その結果、そこには住めなくなり、現在居住
している諸集落に移住したと語られる。
29　筆者は独品郷や八江郷においても、集落にかんして地形のみたてが行われていることを、網羅的ではないものの、す
でに確認している。また入江郷の中朝村にかんしては李路陽らの報告がある[李・芙1993 : 131]c
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図6　al・a2(a大)集落図
①a3鼓楼
② 33新穀楼
△a3鼓楼坪
II　ぢEH冒
&池、貯水槽
0　井戸
◎　井戸menv gaov jemh
e・山
国　棚1、新村門
a3集落図
0 10　20　30　40　50m
図7　a3　a小)集落図
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ミヤオ
2の1番)や広西の融水苗族自治県の百族の集落にたいしても同様なみたてが存在することが報告され
ている[呉・貫1993:25-27]。
これらの地形のみたてにかんする知識は一般の村人にもかなり共有されている。しかし、彼らが知っ
ているのは自分の集落、あるいはごく近隣の集落の地形に限られるのが普通である。なかにはその方面
に興味をもち、いくつかの集落の地形について知っている村人がいる0
表2　集落の地形のみたて一覧(林渓郊)
番号 村名 みたて 自/他村 住民、村 の特徴、備 考
1 牙己 局 △ 革苗 の村
2 美俗 犬 △ 美俗村 の人び とは節句 ごとに必ず けんかをす る0酒 をのめば必ず
けんかをす る0なぜ ならば集落の地形が犬 だから0
3 南康 柿 (jeeuh) △ 集落の上部 に住む人 は外地へ 出ることがで きるが、下の ところに
住む人は外地に出ることがで きない
4 皇朝 局 ○△ 外地に出るのによい0
5 亮秦 魚網 (yeep) ○△ 集落の下の方に住む人 びとが蓄財で きる0網 は下の方で魚が とれ
るか ら0新鼓楼があるあた り (集落の下)は、官僚 を輩出す る0
そこにある鼓楼が魚 の網 を持ち上 げ、網か ら魚が逃れるこ とがで
きるか ら0
6 林渓岩泰 ①撃
② カニ (jeih)
○
○
③天秤ばか り(guiuv) △ 岩秦 と坪地綿の二つ の集落 を一緒 に して天秤 ばか りにみたてる0
天秤ばか りは常に物 資が入って くるので、村 人は裕福である31。7 坪地綿
8 合着 寺 (wulnganl) ○
9 大 田 ①金鶏
②二枚貝の一種
○
△
△
②二枚貝 の一種 (gieengv)は地元 では女性器を連想 させる もので
(gieengv)
③輪 の腰掛け
(dengvjeeuh)
ある0
10 華夏 (》タニシ (loux) △ 華夏の集落 には水を流 し込む水管が ある0だか ら華夏の人びとは
②亀 (pint) ○ 自らを養 う水 を持っている0
ll 路沖32 ①藻 のある池
(daemxdoul)
②母豚
(事箕 (xeeuv)
△
△
○△
Xeeuvとは土 を運ぶ時に用い る道具 の一種 (本邦 の「箕」に相当)
12 a4 ①母豚
②jaxbemcbeengc
(彰美女懐胎
△
○△
○
①子豚は大 き くなる とす ぐによそに売 られてゆ く0 a4集落の人
は他村へ養子に行 く人が多い0
⑧'jaxbemcbeengcとは解放前に調査地付近を来訪 した僧形0神
像の彫刻 の入った箱 を背お っていた0
(彰妊娠中の美女0多 くの子供が生 まれる0
④輪 (かご、 こし) ○ ④集落は輪 に腰掛けているので風水 がよい0一つ の輪の両側 に涼
亭 を建 てることに よって風水を配す ることがで きる0
13 a大 (al-2 船 ○△ 本文 を参照
14 a小 a3 タニ シ ○△ 本文 を参照
30　草酉は中国政府の公式の民族分類では苗族のサブ・グループとされている。しかし彼らの言語はトン語にきわめて
近い。
31改革開放以前、岩秦と坪地綿村は比較的裕福な村とされていた。この二つの集落は山ひとつ隔てている。
タ　ム　トウ
32　路沖村の地形に関してa l・a 2村の人、数人にきいたところ①daemxdoul (藻のある池)そして②母豚という答が
得られたOしかし、路沖村の人から自村の地形をきいたところ③iye昌uv (土を運ぶ時に用いる道具の一種)という答
えがかえってきた。このように地形のみたてをめぐって、自村の人の認識と他村の人による認識が異なる場合も珍し
くないようである。
また、地形のみたてのなかには、 「藻のある池」 (daemx doul)など、われわれからすると理解に苦しむものもある。
その場合、なぜそのようにみたてられるのか、地元民の考え方をききとりによってひとつひとつあきらかにしてゆく
必要がある。それは今後の課題としたい。
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15 親木 (∋苦瓜
②nogxsic
△
○ (参鳥の】種
16 塘陽 燕 ○
17 大塔山 観音 △
18 片塘陽 ガチ ョウの巣 △
19 唐 甲 女 ○
20 渓抽 痩 △ この村 の人は虎 のように胃袋が大 きくてた くさん飲 み食いする と
い う特徴がある0林渓街で酔 っ払 っているのはこの村 の人が多い。
21 亮秋 痩 △
22 坪舗 水牛 (guic) ○△
23 程陽大乗 戟 ○
24 平襲 半分が (母)豚、半
分が水牛
○△
25 程陽岩寒 痩 ○△
26 鳥鞍 瀧尾 △
27 *・* タニシ △
28 程陽坪坦 ** ○
注: ○は、自村の人が語る地形に対するみたて、 △は他村の人が語る地形に対するみたてをあらわす。
出所:筆者の聞き取りによる
集落内部における地形の細かいみたて
このような集落単位の地形のみたてに基づき、集落内部
を部分にわけてさらに細かくみたてることもおこなわれて
いる。船の地形であるa大集落の事例をみてみよう(図6
を参照).この集落では集落の内部が船の一部分にみたてら
れている。 a l集落側は船首、 a 2集落側は船尾にみたて
られているo a 2村鼓楼の鼓楼坪には一つの大きな白い石
が地面から突き出ている(写真4を参照)。この石は村の要
ト　ン
石として重要視されている。その石は船のかいの柱(dongh
チヤン
jangh)とみたてられているので、この石がなければ船は流
されてしまうと考えられているからである。
さらに集落の外部にあるものの一部が船と関連づけてみ
チム　カイ
たてられている。たとえば以前jemh gaivという場所に松の
大木がたっていた(図4を参照)。これは、船をつなぐ杭
チュウロ　　　　　テインロ
(jiuv lolあるいはdingl lol)にみたてられていた。またA村
大橋のことを船に乗り降りする時にわたす板にみたてる村
人もいる。このようなみたては一般の村人から語られるも
のである。 写真4
船のかいの柱にみたてられる石
その他のみたて
集落の外側に位置する山やまのなかには風水的なみたての対象となっているものがある。しかし、こ
れらのすべてが集落全体の地形のみたてと直接関連しているとは限らない。
チェンチャオ　モ　ム
たとえば、 a 3集落の北には先ほど紹介した虎頭山(jelacjaohmemx)という山がある(図4を参照)0
ヤ-タ-
この名のとおり、この山は虎の頭にみたてられている。虎頭山は川の対岸にあるyavkuk(地名:豚にみ
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たてられている)に危害を与える潜在的な危険性をもつと考えられている。しかしこの山はa 3集落の
地形であるタニシと直接結びつけて語られるわけではない。以下、集落全体の地形のみたてに直接関連
して語られるものだけに限定して考察することにしたい33。
類感呪術的連想
調査地付近においても、集落の地形にたいしてみたてがなされているだけではなく、みたてにもとづ
き、類感呪術的な連想がなされ、各集落の住民の特徴が説明されている。
先ほど紹介した福建省の永春の街とおなじく、その地形が漁網にみたてられている亮泰(表2の5番)
という集落がある。この集落の下の方に住む人びとは蓄財できるといわれ(連想され)ている。なぜな
ら魚がかかるのは魚網の下の方であるからだ。また新しい鼓楼(注:塔状の形態の集会所)がある集落
の下付近は、官僚を輩出する。その鼓楼が魚の綱を持ち上げるため、魚は網から逃れることができるか
ら。このような連想は、先にあげた類感呪術的連想に相当する。事例をつづけよう。先に述べたように、
筆者が住み込んだa大集落は「船」の地形だとされる。したがってa大村の人びとは遠くへ出て行くこ
とができると言われる。船は遠くへ行くことができるからだ。一方、対岸のa 3集落はタニシの地形と
される。だからa 3村の人びとは遠くへ行くことができないと語られる。タニシは池の中にすみ、池の
底をぐるぐるまわるだけで、池の外に出ることができないからである。これと同様な類感呪術的連想は
他の集落においても広くみられる(表2の2、 3、 4、 7、 10、 20番を参照)。このように、筆者の調査
地付近では集落の地形にたいするみたてと類感呪術的連想がかなり一般的に行われているO
集落内部にかんする形局判断
また、集落内部の各部分にかんしてもみたてと類感呪術的な連想がされている。
風水を学んだことがあるというa 2村のYQC (男1963年生)氏は次のような見方を筆者に語ってくれ
た(図6を参照)0
a l集落は船の前部にあたる。船の前部には、漕ぎ手がいる。この漕ぎ手は使い走りの役を務めるの
で、船がどこかに着くときには必ず上陸する。だからa l集落に住む人びとは村の外部へ仕事に出るこ
とができる。
ターシヤイ
a l集落とa 2集落の中間部は中間村(davxait)とよばれる。中間村は船の中間部にあたる。船の中
間部は倉庫となっている。荷物を積んだばかりの時は倉庫に物にあふれているが、荷物を下ろしてしま
うと何もなくなる。これと同じように中間村の人びとは秋の収穫後には食料があるが、じきになくなっ
てしまう。だから中間村の人びとは貧しいのだ。
a 2集落は船尾にあたる。船尾には船主がいる。またそこは、炊事と食事の場所である。だからa 2
鼓楼(集会所)には人がいつも集まりにぎやかなのである。
彼はa 3集落についても同じように彼なりの解釈をしている。
L'　-　　*-
33　図4に示したもののうち、村落風水を考えるさい重要と思われる地点について簡単に紹介しておこう　Bingejic
ピ　ン　シヤン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チム　タ-　ウン
鱒ngc xanglにはかつてa大集落の風水をよくするための塔が建てられていたというoまたjemh (dah) unhと
samlneeeDには個人が家屋を建てたり、死体を.埋葬したりすることが埜rトされている地点があるnこの地点におレ
ゥ??????
 ng epには個人が家屋を建てたり、死体を 禁止されている地点がある。この地点において
以上の禁止行為に違反するとa大集落の風水が壊され、災いが住民にふりかかると考えられている。 a小集落にも同
様な地点が二カ所(jenc genghとIagxmax)ある。以上については、別稿であらためて論じることにしたい。
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a 3集落の端に住む人びとは裕福で教育のある人が多い。それとは対照的にa 3集落の真申に住む人
びとは貧乏な人が多い。なぜならば、タニシの内側は泥と糞だけであるからだ。
彼はa 2村鼓横に行き、集まっている老人たちにむかって自分のみかた開陳したという。老人たちは
自分の解釈にたいして道理があると言ってくれた。こういって彼は自画自賛した34。
以上のような形局判断は、かつて迷信とされ批判されてきたし、現在もそうである。こうした状況の
もと、村人のうちの全員がそれを信じているようにはみうけられない。しかし、だからといって誰一人
として信じていないというわけでもない。数字の裏付けをとるのは難しいが、形局判断は村人のなかで、
かなり強いリアリティをもって語られる場合が少なくない。
風水理論書における形局判断
形局判断は風水の理論書のなかでどのように記述されているのであろうか。風水における形局判断の
源は『葬書』35という書物のなかの「経にいう、地に書気あれば、土はそこから隆起する」という一節に
あるとされている。後世の風水書は、この『葬書』を風水経典中の経典とみなしている。 『葬書』は後世
のほとんどすべての風水理論に影響を及ぼしていった[何1995 : 58]ので、 『葬書』以降、気の理論は
風水説の核心かつ総則となった[何1995 :79]c
この『葬書』の一節は、気が地形として顕現することを意味している[何1995:81-82]　表現をか
えると、気の流れが可視化したものが地形であるということだ。また、韓国の風水研究者雀昌藤は、万
すがた
物に差異があるのは各々の持っている気の差に起因する。この気の象は形で現れるので、形を見て物の
気を知ることができる。こういった思考方式が形局論に発展したのであろうと推測している[峯1997 :
193]。可視的な地形をもとにして、不可視の「気」を把握できると考えられているというのである。
以上のように風水理論書のなかで、形局判断は「気」を中心に理論づけられている。そこで図5に「気」
の要素を加筆すると図8のようになる。気が地形として顕現する過程を矢印④で、可視的な地形をもと
にして、不可視の「気」を把握する過程を矢印@で示した。
V.地形のみたて・連想の二類型
34　風水にかんしてある程度くわしい知識をもつ人によって風水言説が、新たに創生されてゆくという側面がある。集落
内の一部分をかなり細かく風水的に解釈した彼の説は村人たちによって今後、持続的に受け入れられ、人びとの風水
観に影響を及ぼしてゆくのか否か。このことにかんしては、数年後をみてみる必要がある。
35　郭嘆(276年生-324年没)はその昔の作者に擬されているが、史実ではないとするのが定説となっている. 『葬書』
の成立時期ははっきりしない。南北朝時代(439-589年)の成立、あるいは唐王朝成立(618年)から西暦800年のあ
いだの成立、という二つの可能性があるという[何1995:6ト65]。
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集落の地形にたいするみたてについて聞き取りを行った結果、以下のことも明らかになった。集落の
地形にたいするみたては全部が全部、ひとつの集落にひとつのみたてという一対一の対応をしていると
は限らない。複数のみたて方が併存している(過去に併存していた)場合も少なくないのである。こう
したひとつの集落にたいする複数のみたての存在について検討してゆくことは重要である。なぜなら、
これから述べてゆくように、地元の人びとがおこなう風水判断(地形のみたてと連想)について考えて
ゆくうえで興味深い問題がそこから垣間見えてくるからである。
地形のみたてと連想には、ふたつのパターンがある。そのうちひとつ(パターンI)は風水理論書の
説く原理的な風水と合致するが、もうひとつ(パターンⅡ)はそれと異なるところがある。
パターンI : 「客観地形」を起点としたみたてと連想
a大集落が船の地形であるというみたては、現在、村の内外で固定しているように思われる。しかし、
もとからひとつのみたてに固定していたわけではないようである。 a大集落の地形にかんして、以前は
三人の専門家によって三通りの異なったみたてがなされていたという。風水の専門家ではないYSD氏
(男　a1 1923年生)が以下のような話をしてくれた。
以前三人の(風水)先生がa大(集落)の地形をみた。一人の先生は鯉が上流へ上って水を飲ん
でいる地形だと言った。一人の先生は船だと言った。村のまわりに川や渓流の水がある。一人の先
生は染姓で、梁家壁という。彼が象の鼻だといった。彼は陶江(筆者注:三江県闘江郷)の先生だ。
彼は(現在の小)学校があるところを象の頭だと言った。
前述のように、 a大集落は家屋の集合体が、細長い輪郭をしている。上述の鯉、船、象の鼻のみたて
のいずれも、集落の細長い形状に由来するものであろう。細長い地形- 「客観地形」をもとにした三人
の専門家の異なった三つのみたてのうち、のちに船というみたてが、他の二つのみたてを駆逐して、定
着するにいたったのであろうと推測される36。
複数の風水師のあいだで見方が異なることは十分起こりうることである。雀昌帝は、風水理論書『雪
心朕』の「虎はライオンに似ており、雁は鳳風に似ている。万一にして少しでも判断を間違えると(鹿
を指して馬となす)の愚を犯すことになる。ひとかたまりのままにして区別をつけないと、ミミズを蛇
にまちがえる」という記述を引用して、物形で類推する場合(筆者注:図8における矢印①の過程に相
当)において、風水師の主観の作用する素地がたいへん多いことを指摘している[甚1997 : 193]c
過程①の「地形のみたて」が異なってくると、 「第一次連想」 (矢印②)も異なってくると考えられる.
そのうえに「第二次(類感呪術的)連想」 (矢印③)がなされるとすると、最後の「住民、街・村の特徴」
は、大きく異なってくると考えるのが自然であろう。仮に地形のみたてが鯉あるいは象の鼻ということ
になったとすればa大集落にすむ人びとの特徴にかんする説明は現在と大きく異なってくるはずだ。ま
た、集落内部の部分のみたてについても同様であろう。
以上述べたことを、図5をもとに図示すると図9のようになる。図9は、図5のなかの過程(丑が三つ
に枝分かれしたものである。さきにみたように現地に「気」の概念がないわけではない。しかし、筆者
が聞き取りをした範囲内では、集落の地形のみたてについて地元の人びとが語る場合、 「気」についてと
くに言及されることはなかった。したがって「気」にかんしては図9の中に示さなかった。
36　複数ある地形判断のうちのひとつ(あるいはいくつか)が、のちに権威をもって、支配的になってゆくという過程が
存在するとするならば、そのことじたい注目に値する。その経緯を是非明らかにしなければならない。しかし、残念
ながら、この点についてはいまのところ判断するに十分な材料が得られていない。今後の課題としたい。
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図9
パターンⅡ : 「住民、街・村の特徴」を起点とした連想
風水原理に合致するもの(パターンI)だけをピックアップして記述するならば、地元の人びとの風
水を風水理論書に記載されている原理的なみかたのなかに押し込めてしまうことに他ならない。求めら
れるのは、地元の人びとがもつ風水判断の多様性をすくいあげ、風水の「常識」を打破することなのだ。
チヤ-ポン　ベ　ン
そこでとりあげたいのはa 4集落の事例である。 a 4集落の地形にたいしては母豚、 jax bemc beengc、
美女懐胎(妊娠中の美女)、輪というみたてがおこなわれている(表2の12番を参照)。このうちjaxbemc
beengcについては、中国語にも日本語にも訳しにくいので、トン語のまま表記せざるをえなかった。語
義を簡単に説明するならば、 jax bemc beengcとは解放(1949年)以前に調査地付近の村をまわって人び
とに米をねだった、外来の物乞い僧形のことだ37。
ここでは母豚、美女懐胎、 jaxbemc beengcの三者に注目したい。我われからみると、左記の三者のあ
いだには何の共通点もないように思える。だが、現地の人びとの説明をきいてゆくと、これら三つの主
観地形のもつ特徴のあいだには間接的ではあるものの、共通点があることがわかってくる。
まずは母豚から。地元の人びとの話によると、母豚の特徴は多産であることだ。さらに母豚が産んだ
子豚はすぐに人にもらわれて分散してしまうことも特徴とされる。
つぎに美女懐胎。これは妊娠中の女性であることから多くの子供が生まれることが特徴とされている。
以上の2つには、 「多産」という共通点が認められる。
三番目のjax bemc beengcの特徴は何なのであろうか。それは外の村へゆき、米をねだることとされて
いる。 SWB氏(a 3村　男　70代)は以下のように回想する。 jaxbemcbeengcは村をまわって家に入っ
てきた。彼が村に入ってくると、怖かった。彼は小人のような神像の彫刻が入った箱を背おっていた。
彼が家に入ってくると必ず米をあげ、線香を燃やさなければならなかった。jax bemc beengcは何かを布
教したりするというわけではなく、米をねだるだけであった。
さらに、 SWB氏はjaxbemc beengcのこのような特徴とa 4村の人びとのもつ特徴を以下のように関
連づけている。 a 4村の人びとはどこの村へでも養子にでてゆく。すなわちそれは他村にゆき、ものを
ねだることなのだ。これはjax bemc beengcと同じである。
以上みてきたように、三者は間接的であるが共通点がみられる。これを図示すると図10のようになる。
チヤ-
jaxとは、狭義には「漢民族」をさす。しかし、文脈によってはより広義にトン族以外の人びとや外地の人びとをさ
す言葉として使われることもある。
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図10
ふたたび、図9に戻って確認してみよう。 a4集落の事例は、さきほどのパターンIと同じように考
えることができるであろうか? 「客観地形」をもとに、三通りの異なる「主観地形」 A、 B、 Cがでて
きた。 「第一次連想」により「主観地形の特徴」が連想される。さらにそれぞれの特徴に応じて「第二次
(類感呪術的)連想」がおこなわれ、 「住民、街・村の特徴」 A、 B、 Cが導き出された。
以上のような論法に従った場合、不自然な点がでてくる。先ほどのべたように普通、主観地形が異な
れば、そこから二段階をへて導き出される住民の特徴A、 B、 Cはそれぞれ大きく異なってくるのが自
然ではないかと考えられる。だが、三者はあまりにも類似している。これはきわめて不自然だ。
この不自然な点をうまく説明するためにはどう考えるべきであろうか。筆者はさきに紹介した原理的
な形局判断のパターンとは異なった連想のプロセスを想定している。
SWB氏はjaxbemc beengc (の地形の村)の特徴が「多産」であるとも語る。だが、 jaxbemc beengc
と多産の両者がどうして結びつくのかにわかには理解しがたい。氏は以下のように語ってくれた。
jaxbemcbeengc(の地形の村)について何かよい特徴をきいたことはない。人が増えることくらいだ0
子供がたくさん生まれる。あちこちに男子(養子)を与えている。嫁がもらえない場合はよその村-婿
養子にゆくこともある。
また、別の老人(a3村　男　70代)は、 SWB氏の話に続けてこう語った。
jax bemc beengc (の地形の村)の特徴は人が増えることだ。母豚が子豚を生むと、子豚は(よそへも
らわれていって)ばらばらになる。これは(jaxbemcbeengcの特徴と)似ている。
実際は、こうではなかろうか。人びとが強調するa 4集落の特徴は以下のごとくである。 a 4村は①
多産で男の子がたくさん産まれる。 (人は増えるが土地は少ないので、) ②あちこちの村へ数多くの養子
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を出している。そのことはすなわち、 ③他村の人にものをねだることと同じである。二人の語り口から
推測するに「多産」、 「養子輩出」、 「他村へ行きねだる」の三者は同一事象の表現のバリエーションにす
ぎず、ほとんど同義としてとらえられているようである。そして人びとはこれら3つのa 4村の特徴に
もとづいて、類似する特徴をもつ美女懐胎あるいはjaxbemc beengac (人体) 、母豚(動物)を連想して
いる。すなわち「主観地形」の認識が住民の特徴づけよりも後になされていると考えられるのである。
以上のプロセスを図示すると図11のようになる(暫定的に「客観地形」を外して図示している)0
この連想は、前述の類感呪術的連想とは矢印の方向が逆となっている連想である。そこで、この連想
を「逆向きの類感呪術的連想」と名づけることにする。
図11
また、 「逆向きの類感呪術的連想」の観点をとり入れることによって、前掲の図10を図12のように改め
ることができる。図12は「a4村民の特徴」を中心に据えたものである。
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さて、図11のなかに「客観地形」を入れるとするならば、いったいどこに入れるべきであろうか。可
能性はふたつある。そこで二つの図(図13と図14)を作成した。どちらが適切であるかについては、今
のところ、判断する決め手をもっていない。この間題は今後の課題としたい。
客 観
地 形
k.:
r =
図14
a 4集落の事例を「逆向きの類感呪術的連想」と考えることは、まだ仮説の域をでていない。十分な
断定材料がまだそろっていないからである。今後以下の二点を詰めてゆかなければならない。
第-に、 「住民、街・村の特徴」が「主観地形」に先立って存在するものであることを確かめる必要が
ある。 a 4村がこれまで、ほんとうに他村へ養子を多く輩出してきたのかどうか。このことについて全
戸調査をおこなうなどして実証的に明らかにする必要がある。
第二に、 a 4集落の事例一例だけではやはり説得力に欠ける。他集落の地形の風水判断にかんする事
例を数多く収集し、 a 4集落と同じパターンの事例が複数存在することを示す必要がある。
Ⅵ.おわりに
本稿では風水のうち「村落風水」をとりあげ、形局判断と呼ばれる集落の地形の風水的なみたてと因
果関係の連想の方法を中心に、集落地形の風水判断について検討した。事例としてとりあげたのは西南
中国の少数民族トン族である。
本稿では、以下の前提にたち、現地におもむき一般の人びとと風水の専門家を対象にフィールドワー
クをおこなった。すなわち、風水理論書が説く原理的な風水理論と巻の風水の専門家や一般の人びとの
もつ風水知識が同じであるとは限らない。原理的な側面だけからみてゆくと、人びとがもっている風水
知識と実践の多様性がみえてこないという前提であった。
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聞き取り調査によりうかびあがってきた、ひとつの集落地形にたいする複数のみたての並存現象を足
がかりに、地形のみたてと連想にかんして二つのパターンがあること、すなわち一般の人びとが、 ①「類
感呪術的連想」にもとづく地形判断のみならず、 ② 「逆向きの類感呪術的連想」にもとづく判断もおこ
なっている可能性について指摘した。そして前者のパターンは研究者のあいだで風水の「常識」的見解
となっている。
今回指摘したことがらの中には仮説の城をでないものがある。今後も持続的に現地調査を続けてゆく
ことにより、仮説を検証してゆく必要がある。もし、 「逆向きの類感呪術的連想」にもとづく風水判断が
実際に広くおこなわれていることが証明されるならば、風水研究の新たな展開の可能性が開けてこよう。
風水研究者は、風水理論書の記述に依拠した従来の「常識」的な風水のとらえかたから一歩踏み出して、
現地の人びとの実践するローカルな風水-これをここでは仮に「末端の風水」と名づけることにしよう
-を理解する必要に迫られることになるであろう。そして将来はさらにもう一歩すすめて、原理的な風
水と「末端の風水」のあいだで、どのような違いがいかにして生じるのかについて、そのメカニズムを
明らかにする必要がある。このことにより、各地で実践されている風水の多様性と普遍性についてのさ
らなる理解が可能となるであろう。
KSm
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